
 

第４回 グループホーム 優和の郷・信 

運営推進会議記録 

実 施 日 時 平成 30 年 1 月 30 日（火） 午前 10 時 30 分～午前 10 時 55 分 

場     所 グループホーム 優和の郷・信 

出  席  者 

地域住民代表  2 名   

利用者家族代表 1 名 

市職員代表   1 名 

利用者代表   1 名 

施設職員（管理者・計画作成担当者・事務員）3名  

前回からの継続課題    ○無   ・  有  

活 
 
 
 
 

動 
 
 
 
 

報 
 
 
 
 

告 

利用者状況 

① 利用者数   ８名  

待機者(男性０名、女性０名) 

入居（１２月:０名、１月:１名） 

退去（１２月:０名、１月:１名） 

② 要介護度状況(入居者数８名) 
 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

葵   － ２名 ２名 ４名 － － 

合 計 － ２名 ２名 ４名 － － 
 

利用者 

活動状況 

１２月 １月 

葵 別紙参照 葵 別紙参照 

 

 

その他活動 

 

 

スタッフ関係 

（研修など） 

参加日 研修名 研修先 参加者 

12/2 

 
在宅療養を考える 
北空知地域住民フォーラム 深川 葛西 恵美子 

1/18 

 
北海道がん医療を担う医療人 
養成プログラム特別セミナー 深川 

葛西 恵美子 

植松 由美 



 

事故発生 

（７件） 

ヒヤリハット

含む 

 
 

発生日時 
事故内容 

葵 

11/23(木) 

AM7:15 

要介護１ 

女性 84 歳 

＜状況＞ 

「これ飲んで良いのかしら？」とＳ氏が漢方薬を持

ち、台所にいる早番職員の下へ来たため、確認する

とＭ氏の漢方薬でした。明け職員が他入居者様の対

応でその場を離れた際に、Ｓ氏がホールに来られテ

ーブル上の薬に気付き、自分の薬かどうかを確認し

に来たと思われます。 

ホールソファー前のテーブル上には、水の入ったコ

ップ、服用済み漢方薬の空袋がお盆に乗せ置いてあ

り、明け職員に確認すると、「無意識にお盆に置か

れた薬の順番に渡してしまった。薬を置いたままテ

ーブルから離れてしまった。」とのことでした。 

Ｓ氏の持っていた薬を回収し、ご本人服用の薬を渡

しています。Ｍ氏は１日様子観察を行い、異常は見

られていません。 

 
＜対策＞ 

薬ケースから薬を出した職員と薬を運び、入居者様

に手渡した職員が同一者ではなかったため、服用直

前にご本人の前で薬ケースから出し、手渡すように

します。 

また、薬ケースにセットする際あらかじめ名前を記

入するようにします。 

葵 

12/14(木) 

AM9:40 

要介護２ 

女性 75 歳 

＜状況＞ 

ホール食卓付近の床清掃中に床にオレンジの薬が

１錠落ちているのを発見しています。薬を確認する

と、入居者様の夕食後の薬でした。前日 12/13 の服

用時、４錠のうち１錠が口に入らず、床に落ちたと

思われます。 

 

＜対策＞ 

服用時の見守りとして、口に入るのを確認し、ちゃ

んと飲み込んだかも確認するようにします。 

葵 

12/21(木) 

PM5:00 

要介護３ 

男性 96 歳 

＜状況＞ 

介護員引継ぎ中、食卓用のイスに座られていた入居

者様が自ら立ち上がり窓際ソファーへ移動しよう

とされたので、通り道を確保するため、介護員がイ

スをよけたりしていました。その間、ご本人にはイ

スに掴まったまま立って待って頂いてましたが、自

ら動かれた際に尻もちをつかれ、イスの背もたれに

背中をぶつけています。 

痛みの有無を聞いた際には、はっきりと痛くないと

返答されています。 

 

＜対策＞ 

ご本人に待って頂く際は、立位ではなくイスに座っ

て頂くようにし、歩行時は体を支えるようにしま

す。 



葵 

12/27(水) 

PM2:45 

要介護３ 

男性 96 歳 

＜状況＞ 

窓側ソファーで足を上げて横向きになって寝てい

たので、介護員がベッドに誘いましたが、起きられ

ない為そのまま寝てもらいました。 

介護員２名は他入居者様と貼り絵をしており、もう

１名はおやつ作りをしていました。「あー、あー」

と声がしたので、見に行くとソファーと足置きの間

に座り込んでいました。寝ていたときは、足置きが

ソファーに付いていましたが、発見時は離れていま

した。 

 

＜対策＞ 

職員は３名いましたが、それぞれ貼り絵と調理に集

中してしまい、イスから落ちた事に気付くのが遅れ

てしまったので、常に入居者様の見守りを意識する

ようにします。 

葵 

1/2（火） 

PM6:50 

要介護２ 

男性 89 歳 

＜状況＞ 

奥様が「主人が起きられないので助けて。」とホー

ルにいる介護員に話されたので、居室へ向かうと窓

側に足を向け、タンス前で尻もちをついた姿勢でお

り、立ち上がろうとしていましたが、立てずにいた

ので後ろから介助し起きて頂いてます。 

洗濯物干しにかかっていたパジャマを取ろうとし

た際、洗濯物干しが動いてタンスの角にぶつかり尻

もちをついた様でした。臀部にＶ字の傷がありまし

たが、ご本人より痛みは無いと話されています。 

 

 

＜対策＞ 

居室に洗濯物を干す際、ご本人がすぐに必要となる

物は干さないようにするなど、干す物を考えるよう

にします。 

葵 

1/20（土） 

PM2:50 

要介護３ 

男性 96 歳 

＜状況＞ 

一人掛けのソファーで傾眠されていて、発生直前に

身動きし横向きに姿勢を変えており、遅番の職員が

台所で少し目を離した1,2分の間にソファーから滑

り落ちて床に座っているのを発見しています。 

 

＜対策＞ 

リクライニング付きの１人掛けのイスを用意し座

って頂いてます。起きようとする時は、見守りし安

全に座位を保てるようにします。 



 葵 

1/22（月） 

AM6:58 

要介護３ 

男性 91 歳 

＜状況＞ 

明け職員が、ホール内のソファーで横になって眠っ

ているのを確認し、その場を離れた約３分後にソフ

ァーからずり落ちていました。 

早番職員は台所にて調理中で大きな物音はせず、気

付いた時は既に 

ずり落ちていました。 

 

＜対策＞ 

ソファーでのんびりしたいという本人の意思を大

切に考え、落ちた場合でもケガの無いよう、軽減出

来るよう、何かで落下防止をする又は床に座布団を

置くなどの工夫をするようにします。常に、落ちる

かもしれないという意識を持って行動するように

します。 

その他 

※12/6 第６回スタッフ会議実施 

※1/10 第７回スタッフ会議実施 

※12/15 よくわかる介護記録の書き方について勉強会実施 

次回開催予定 
平成 30 年 3 月 27 (火)午前 10：30 より  

グループホーム 優和の郷・信にて 

助 

言 

・ 

要 

望 

【質問・感想など】 

・動ける人が多く、その分ヒヤリハット件数も多いが、細かな配慮は出来ている。 

他 

次会議までの 

継続課題 

・ ○無  

・  有  

 


